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才
申
子
供
会
は
、才
ノ
脇
･

申
友
の
両
地
区
合
わ
せ
て
幼

稚
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の

64
名
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

通
年
行
事
を
行
う
の
は
大
変

で
あ
り
地
域
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
、
親
子
で
親

睦
会
を
行
い
、
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
夢

中
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を

作
る
子
供
達
は
、
と
て
も
生

き
生
き
と
し
て
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
又
、
地
区
の
清

掃
を
兼
ね
て
老
人
会
の
方
々

と
草
取
り
を
し
た
り
、
敬
老

会
で
は
、
有
志
で
集
ま
り
歌

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
紅
葉
を
迎
え
る
頃
は
、
秋

祭
り
が
あ
り
、
子
供
神
興
を

巡
行
す
る
に
は
、
道
が
細
く

坂
道
も
多
い
の
で
大
勢
の
保

護
者
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
神
興
巡
行
後
は
公
園

で
、
な
か
よ
し
サ
ロ
ン
会
･

消
防
団
･
有
志
の
方
々
の
支

援
で
、
お
で
ん
･
豚
汁
･
焼

き
鳥
･
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
の
お
店
が
出
て
、
地
域
の

方
々
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
木

野
山
様
の
奉
納
相
撲
の
後
、

八
幡
様
の
奉
納
相
撲
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
秋
祭
り
が
才
申

子
供
会
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

３
月
に
は
歓
送
迎
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
い
つ
も
子
供
達
の
登
下
校

時
の
見
守
り
を
し
て
下
さ
っ

て
い
る
地
域
の
皆
様
に
は
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
成
長
し
て
い
く
子
供

達
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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町政を問う（4人が登壇）
町の借金と貯金（平成25年度）
「厳しい財政で町の運営は」（総括質疑）
25年度決算、全ての会計の成果を認定

　台風到来という天気予報の中、町内
のあちらこちらで神輿の掛け声が響き、
豊作を祝う秋祭りが開催されました。
　３月に予算決算委員会がスタートし、
９月からこの委員会は、一般の方も傍聴
可能となりました。
　町民の皆様、定例会と同様に足をお
運び頂き、委員会の様子を傍聴してい
ただきたいと思います。
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地域の 子どもたち子どもたち

み
ん
な
一
緒
だ
と
な
ん
か
楽
し
い

　才

申

子

供

会

（岡村）
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平
成
26
年
第
６
回
里
庄
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
平
成
25
年
度
の
会
計
決
算
の
認
定
８
件
、
平
成
26
年
度
の
補
正
予
算
７
件
、
条
例
の
制
定

５
件
、
町
道
路
線
の
廃
止
が
２
件
と
認
定
が
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
報
告
１
件
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
で
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
姿
勢
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

岡村咲津紀議員 賛成４：５反対
　人件費の１０％の人事管理費が、平成２３
年度から１２．６％になった。議会への報告
も無いまま、萌生会との話し合いだけで重
大な取り決めをした。
　人事管理費は明確な説明が無いまま予
算計上して運営してきた。
　職員のユニホームもなぜ里庄町が購入し
なければならないのか。
　予算で反対したものを専決で処分し続け
たことも納得がいかない。

ここが反対！
明確な説明が無いまま予算計上

介護老人保健施設特別会計決算

定例
　会
定例
　会
定例
　会

9月

全ての会計の 成果を認定！25年度
決算

　予算決算委員会に付託された平成25年度会計決
算の認定６議案、事業会計剰余金の処分･決算の認
定２議案を審査するため、９月９･11･12日に委員会を
開催し、担当課の出席を求めて説明を聴取しながら
慎重に審査しました。
　その結果、一般会計決算は賛成多数（8：1）で原
案を認定し、介護老人保健施設特別会計決算の認
定は賛成少数（4：5）で原案を不認定としました。
　そのほかの会計決算と事業会計剰余金の処分･決
算は全会一致で原案を認定しました。

本会議では

予算決算委員会では不認定!
秋祭りに集う西ノ平地区

決
算
認
定

歳 出
普通会計

歳 入
普通会計

歳　入
43億6475万円

町税
14億3994万円
（33.0％）

町税
14億3994万円
（33.0％）

繰入金（貯金の取崩し）
4億3036万円（9.9％）
繰入金（貯金の取崩し）
4億3036万円（9.9％）

繰越金
2億1094万円
（4.8％）

繰越金
2億1094万円
（4.8％）

分担金及び負担金
7677万円（1.8％）
分担金及び負担金
7677万円（1.8％）使用料及び手数料

8750万円（2.0％）
使用料及び手数料
8750万円（2.0％）

財産収入など
4041万円（0.9％）
財産収入など
4041万円（0.9％）

地方債（借金）
2億5560万円
（5.9％）

地方債（借金）
2億5560万円
（5.9％）

地方交付税
10億2783万円
（23.5％）

地方交付税
10億2783万円
（23.5％）

国庫支出金
3億3783万円
（7.7％）

国庫支出金
3億3783万円
（7.7％）

県支出金
2億5195万円
（5.8％）

県支出金
2億5195万円
（5.8％）

地方譲与税
3056万円（0.7％）
地方譲与税
3056万円（0.7％）

地方特例交付金
830万円（0.2％）
地方特例交付金
830万円（0.2％）

利子割交付金など
2673万円（0.6％）
利子割交付金など
2673万円（0.6％）

地方消費税交付金
1億810万円（2.5％）
地方消費税交付金
1億810万円（2.5％）

諸収入
3193万円（0.7％）

歳　出
41億1448万円

人件費
6億6526万円（16.2％）
人件費
6億6526万円（16.2％）

補助費等
7億3153万円
（17.8％）

補助費等
7億3153万円
（17.8％）

維持補修費
6085万円（1.5％）
維持補修費
6085万円（1.5％）

物件費
6億8239万円
（16.6％）

物件費
6億8239万円
（16.6％）

扶助費
7億31万円
（17.0％）

扶助費
7億31万円
（17.0％）

普通建設事業費
3億8384万円（9.3％）
普通建設事業費
3億8384万円（9.3％）

公債費（借金返済）
3億817万円
（7.5％）

公債費（借金返済）
3億817万円
（7.5％）

操出金
2億8664万円（7.0％）

積立金
2億6714万円
（6.5％）

災害復旧費
132万円（0.0％）

投資及び出資金・
貸付金・その他経費
2703万円（0.6％）

消費的経費消費的経費

義務的経費義務的経費その他経費その他経費投資的経費投資的経費

依存財源依存財源 自主財源自主財源

介護老人保健施設特別会計決算のみ賛成多数で認定
そのほかの特別会計と事業会計は全会一致で認定
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❶
歳
入
総
額
に

は
新
た
に
借
金
し
た
も
の
、

取
り
崩
し
繰
り
入
れ
た
も
の
、

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
に
な

っ
た
も
の
が
含
ま
れ
、
歳
出

総
額
に
は
、
借
金
の
返
済
や

基
金
に
積
ん
だ
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
。

　
単
年
度
の
み
で
幾
ら
の
プ

ラ
ス
と
な
っ
た
の
か
。

❷
公
債
費
（
借
金
返
済
）
で
、

元
金
２
億
５
８
１
４
万
円
と

利
子
５
０
０
３
万
円
と
記
載

し
て
い
る
が
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
返
済
額
と
返
済
後
の

借
金
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

❸
特
別
会
計
と
事
業
会
計
ご

と
の
借
金
状
況
、
預
金
、
基

金
、
余
剰
金
の
状
況
は
。

❹
基
金
１
億
６
３
２
１
万
円

減
ら
し
、
次
年
度
に
２
億
５

０
０
１
万
円
を
繰
り
越
し
て

い
る
。
も
う
少
し
基
金
に
積

む
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

❺
一
般
会
計
か
ら
、
ほ
か
の

特
別
会
計
、
事
業
会
計
へ
の

繰
出
金
、
負
担
金
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
近
年
の
動

向
に
つ
い
て
も
た
ず
ね
る
。

❻
地
方
税
は
全
体
で
８
９
５

８
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
要
因
で
増
と
な

っ
た
の
か
。

❼
今
後
増
加
し
て
い
く
も
の

と
し
て
一
般
会
計
の
扶
助
費
、

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
の
特

別
会
計
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
将
来

規
模
は
縮
小
す
る
も
の
の
、

完
成
ま
で
続
け
る
と
い
う
。

　
厳
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
財

政
で
町
の
運
営
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
❶
代
替
財
源
の

臨
時
財
政
対
策
債
２
億
３
８

６
０
万
円
を
歳
入
に
加
え
る

と
、
歳
入
歳
出
の
差
し
引
き

が
１
億
１
７
０
７
万
円
の
赤

字
と
な
る
。

❷
一
般
会
計
の
起
債
残
高
は

35
億
１
４
１
６
万
円
、
そ
の

う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は
20

億
９
９
１
万
円
で
57
％
を
占

め
て
い
る
。

❸
下
表
の
と
お
り
。

眞
野
議
員

里
見
川
荘
事
務
長

決
算
総
括

総
括
質
疑

お父さんの出番（里見保育園）

事
業
内
容

主な事業内容平成25年度の 主な事業内容平成25年度の

・防災情報連携システムを整備

・自主防災組織活動に補助金
　　（浜中団地東分館自主防災会、大原中分館自主防災会）

・小学校４年生から６年生を対象に防災キャンプ
を実施

・生活道路の維持修繕33件、狭あい道路整備
　　（本村、狭田・安広、八ツ的）

・道路新設改良工事
　　里見315号線（高岡）、新庄トク1号線（才申） 他14件

・防犯灯整備（LED化は完了）やガードレール、カーブ
ミラーの設置、路側帯の工事

・ため池点検調査（20カ所）

・高岡新池堤防改修工事と水路等維持修繕（25カ所）

・公営墓地整備事業

・地籍調査事業は、0.56ｋ㎡実施
　　（八ツ的、才申、新庄グリーンクレスト、殿迫、本村）

・統計調査は、住宅土地統計と工業統計調査等を
実施

・適正な固定資産税課税のため、土地標準宅地評
価等を実施

・井笠管内の自治体と共同で縁結び事業を開催

収　入 支　出 差　引
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

2億5573万円
2309万円

2億4067万円
5億 164万円

2億4203万円
7860万円

2億2217万円
6億1294万円

1370万円
△5551万円
1850万円

△1億1130万円

公 営 企 業 会 計（税抜）

水　道　事　業

公共下水道事業

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金等で補てんしました。

平成25年度  会計別決算状況

一　般　会　計
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

43億6604万円
12億4618万円

25万円
4億 945万円
8億2970万円
1億2425万円

41億1602万円
11億6965万円

0円
3億9021万円
8億 731万円
1億2420万円

2億5002万円
7653万円
25万円

1924万円
2239万円
5万円

特
別
会
計

    国  民  健  康  保  険
育英奨学資金給与
介護老人保健施設
介 　 護 　 保 　 険
後 期 高 齢 者 医 療特別会計・事業会計 借　金 預金・余剰金・残金等

0円
0円
0円
0円
0円

1億8335万円
33億7743万円

1億2446万円
4億8521万円
24万9千円

1億3260万円
4万6千円

3億1000万円
ほとんど無い

国 民 健 康 保 険
介護老人保健施設
育英奨学資金給与
介 護 保 険
後期高齢者医療
水 道 事 業
公共下水道事業

決　
　算
決　
　算
決　
　算

25年度平成

平
成
25
年
度
会
計
決
算
の
認
定
６
議
案
、
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
２
議
案

に
対
し
て
２
人
が
総
括
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

質  

疑
厳
し
い
財
政
で
町
の
運
営
は

総
務
課
長

・各種検診（特定健診、後期高齢者健診、肝炎ウイルス検診、
肺がん検診、胃がん検診、子宮がん検診等）

・健康相談120回、健康教育62回、予防接種（４種
混合、インフルエンザ、ヒブ、肺炎球菌等）、妊婦健康診査
（延べ971人）

・乳幼児の健康教育、健康診査、訪問指導等の実施

・不妊治療助成（３件）

・障害児相談、児童発達支援、放課後デイサービ
スの実施

・住宅用太陽光発電システム設置事業費の補助

・保育園の延長保育を促進

・東・西幼稚園の預かり保育事業

・東・西小学校児童クラブの運営補助金の支給

・小学校と中学校に理科教育用の観察実験の設
備を整備

・東・西小学校、中学校に各１名の英語指導外
国人を配置

・生活支援員を小学校15名、中学校１名、幼稚
園３名配置

（45件）

❸特別会計・事業会計の借金・預金等
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❶
歳
入
総
額
に

は
新
た
に
借
金
し
た
も
の
、

取
り
崩
し
繰
り
入
れ
た
も
の
、

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
に
な

っ
た
も
の
が
含
ま
れ
、
歳
出

総
額
に
は
、
借
金
の
返
済
や

基
金
に
積
ん
だ
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
。

　
単
年
度
の
み
で
幾
ら
の
プ

ラ
ス
と
な
っ
た
の
か
。

❷
公
債
費
（
借
金
返
済
）
で
、

元
金
２
億
５
８
１
４
万
円
と

利
子
５
０
０
３
万
円
と
記
載

し
て
い
る
が
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
返
済
額
と
返
済
後
の

借
金
額
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

❸
特
別
会
計
と
事
業
会
計
ご

と
の
借
金
状
況
、
預
金
、
基

金
、
余
剰
金
の
状
況
は
。

❹
基
金
１
億
６
３
２
１
万
円

減
ら
し
、
次
年
度
に
２
億
５

０
０
１
万
円
を
繰
り
越
し
て

い
る
。
も
う
少
し
基
金
に
積

む
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

❺
一
般
会
計
か
ら
、
ほ
か
の

特
別
会
計
、
事
業
会
計
へ
の

繰
出
金
、
負
担
金
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
近
年
の
動

向
に
つ
い
て
も
た
ず
ね
る
。

❻
地
方
税
は
全
体
で
８
９
５

８
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
要
因
で
増
と
な

っ
た
の
か
。

❼
今
後
増
加
し
て
い
く
も
の

と
し
て
一
般
会
計
の
扶
助
費
、

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
の
特

別
会
計
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
将
来

規
模
は
縮
小
す
る
も
の
の
、

完
成
ま
で
続
け
る
と
い
う
。

　
厳
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
財

政
で
町
の
運
営
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
❶
代
替
財
源
の

臨
時
財
政
対
策
債
２
億
３
８

６
０
万
円
を
歳
入
に
加
え
る

と
、
歳
入
歳
出
の
差
し
引
き

が
１
億
１
７
０
７
万
円
の
赤

字
と
な
る
。

❷
一
般
会
計
の
起
債
残
高
は

35
億
１
４
１
６
万
円
、
そ
の

う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は
20

億
９
９
１
万
円
で
57
％
を
占

め
て
い
る
。

❸
下
表
の
と
お
り
。

眞
野
議
員

里
見
川
荘
事
務
長

決
算
総
括

総
括
質
疑

お父さんの出番（里見保育園）

事
業
内
容

主な事業内容平成25年度の 主な事業内容平成25年度の

・防災情報連携システムを整備

・自主防災組織活動に補助金
　　（浜中団地東分館自主防災会、大原中分館自主防災会）

・小学校４年生から６年生を対象に防災キャンプ
を実施

・生活道路の維持修繕33件、狭あい道路整備
　　（本村、狭田・安広、八ツ的）

・道路新設改良工事
　　里見315号線（高岡）、新庄トク1号線（才申） 他14件

・防犯灯整備（LED化は完了）やガードレール、カーブ
ミラーの設置、路側帯の工事

・ため池点検調査（20カ所）

・高岡新池堤防改修工事と水路等維持修繕（25カ所）

・公営墓地整備事業

・地籍調査事業は、0.56ｋ㎡実施
　　（八ツ的、才申、新庄グリーンクレスト、殿迫、本村）

・統計調査は、住宅土地統計と工業統計調査等を
実施

・適正な固定資産税課税のため、土地標準宅地評
価等を実施

・井笠管内の自治体と共同で縁結び事業を開催

収　入 支　出 差　引
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

2億5573万円
2309万円

2億4067万円
5億 164万円

2億4203万円
7860万円

2億2217万円
6億1294万円

1370万円
△5551万円
1850万円

△1億1130万円

公 営 企 業 会 計（税抜）

水　道　事　業

公共下水道事業

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金等で補てんしました。

平成25年度  会計別決算状況

一　般　会　計
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引

43億6604万円
12億4618万円

25万円
4億 945万円
8億2970万円
1億2425万円

41億1602万円
11億6965万円

0円
3億9021万円
8億 731万円
1億2420万円

2億5002万円
7653万円
25万円

1924万円
2239万円
5万円

特
別
会
計

    国  民  健  康  保  険
育英奨学資金給与
介護老人保健施設
介 　 護 　 保 　 険
後 期 高 齢 者 医 療特別会計・事業会計 借　金 預金・余剰金・残金等

0円
0円
0円
0円
0円

1億8335万円
33億7743万円

1億2446万円
4億8521万円
24万9千円

1億3260万円
4万6千円

3億1000万円
ほとんど無い

国 民 健 康 保 険
介護老人保健施設
育英奨学資金給与
介 護 保 険
後期高齢者医療
水 道 事 業
公共下水道事業

決　
　算
決　
　算
決　
　算

25年度平成

平
成
25
年
度
会
計
決
算
の
認
定
６
議
案
、
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
２
議
案

に
対
し
て
２
人
が
総
括
質
疑
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

質  

疑
厳
し
い
財
政
で
町
の
運
営
は

総
務
課
長

・各種検診（特定健診、後期高齢者健診、肝炎ウイルス検診、
肺がん検診、胃がん検診、子宮がん検診等）

・健康相談120回、健康教育62回、予防接種（４種
混合、インフルエンザ、ヒブ、肺炎球菌等）、妊婦健康診査
（延べ971人）

・乳幼児の健康教育、健康診査、訪問指導等の実施

・不妊治療助成（３件）

・障害児相談、児童発達支援、放課後デイサービ
スの実施

・住宅用太陽光発電システム設置事業費の補助

・保育園の延長保育を促進

・東・西幼稚園の預かり保育事業

・東・西小学校児童クラブの運営補助金の支給

・小学校と中学校に理科教育用の観察実験の設
備を整備

・東・西小学校、中学校に各１名の英語指導外
国人を配置

・生活支援員を小学校15名、中学校１名、幼稚
園３名配置

（45件）

❸特別会計・事業会計の借金・預金等
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借
金
と
貯
金

総
括
質
疑

千歳楽（殿迫地区）

税
の
徴
収
率
が
伸
び
て
い
る
が

　
　
　
　
　
❶
町
税
に
関
し

て
徴
収
率
は
前
年
よ
り
０
・

５
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
徴

収
率
が
伸
び
た
が
、
ど
の
よ

う
な
措
置
を
し
た
の
か
。
差

し
押
さ
え
を
25
年
度
は
ど
の

程
度
し
た
の
か
。

❷
各
項
目
に
補
正
額
以
上
の

不
用
額
が
生
じ
て
い
る
部
分

が
あ
る
。
減
額
補
正
を
す
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

❸
国
保
、
介
護
保
険
に
つ
い

て
、
今
の
料
金
が
い
つ
ご
ろ

ま
で
維
持
で
き
る
の
か
。
今

後
検
診
の
内
容
を
増
や
す
考

え
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
❶
滞
納
者
に
、

徴
収
員
が
戸
別
訪
問
を
し
て

も
ら
い
、
原
因
が
わ
か
れ
ば

対
応
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
町
と
し
て
は
、
昨

年
12
月
14
日
か
ら
20
日
に
か

け
、
夜
間
、
休
日
の
相
談
窓

口
、
ま
た
徴
収
の
事
務
、
電

話
催
告
等
を
徹
底
し
て
実
施

し
た
。　

　
25
年
度
も
差
し
押
さ
え
を

実
施
し
て
い
る
。（
32
件
）

　
　
　
　
　
❷
今
後
は
各
課

担
当
に
不
用
額
を
減
ら
す
よ

う
に
指
導
す
る
。
た
だ
、
支

払
い
が
確
定
し
て
な
い
も
の

も
あ
る
。
減
額
し
過
ぎ
、
支

払
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
て
は
い
け
な
い
が
、
減
ら

す
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
❸
医
療
費
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　
現
状
の
ま
ま
で
は
平
成
27

年
度
当
初
の
予
算
編
成
も
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
協

議
会
で
も
状
況
を
報
告
し
、

来
年
４
月
か
ら
保
険
料
を
上

げ
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い

と
回
答
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❸
介
護
保

険
特
別
会
計
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
３
年
間
の
保
険
料
を

決
め
る
た
め
の
計
画
策
定
を

現
在
実
施
し
て
い
る
。
介
護

保
険
事
業
全
体
の
見
直
し
が

行
わ
れ
て
お
り
、
事
業
自
体

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
ま
だ
推
計
で
き
て

い
な
い
部
分
も
多
く
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
知

ら
せ
る
。

　
検
診
の
内
容
は
、
今
後
医

師
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

髙
田
議
員

健
康
福
祉
課
長

町
民
課
参
事

総
務
課
長

町
民
課
長

　
・
一
般
会
計

２
億
５
５
６
０
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

２
億
４
２
４
０
万
円

　
・
一
般
会
計

２
億
５
８
１
４
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

２
０
５
４
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
１
４
６
６
万
円

　
・
一
般
会
計

35
億
１
４
１
６
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

１
億
８
３
３
５
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

33
億
７
７
４
３
万
円

　　
　  

※
う
ち
46
億
８
７
１
７
万

　
　  

　
円
は
、
元
利
償
還
金
が

　
　  

　
地
方
交
付
税
に
算
入
さ

　
　  

　
れ
る
。

　財
政
調
整
基
金

８
億
３
９
９
１
万
円

　い
き
い
き
里
庄
基
金１億

円

　地
域
振
興
基
金

５
８
４
７
万
円

　開
発
基
金

９
億
３
６
９
０
万
円

　減
債
基
金

２
億
１
１
９
７
万
円

　ふ
る
さ
と
保
全
基
金

６
６
０
０
万
円

　文
化
振
興
基
金

４
億
５
３
０
３
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

１
億
１
０
０
万
円

　教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

１
億
９
０
８
９
万
円

　土
地
開
発
基
金

１
億
３
０
２
万
円

　環
境
整
備
基
金

５
０
３
７
万
円

　古
山
基
金１

０
０
８
万
円

平
成
25
年
度
起
債
額（
借
金
）

平
成
25
年
度
公
債
費（
元
金
償
還
金
）

平
成
25
年
度
末
起
債
残
高

基
金（
こ
れ
ま
で
の
貯
金
総
額
）

町
の
借
金
と
貯
金（
平
成
25
年
度
の
状
況
）

３
億
９
３
３
４
万
円

４
億
９
８
０
０
万
円

３1
億
２
１
６
４
万
円

70
億
７
４
９
４
万
円

※

❹
不
確
定
な
部
分
が
大
き
く

な
か
な
か
で
き
な
い
。

❺
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
４
９
４
９
万
円
、
介
護
保

険
特
別
会
計
へ
１
億
１
千
万

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
へ
２
６
６
６
万
円
、
下

水
道
事
業
会
計
へ
２
億
円
を

繰
り
出
し
て
い
る
。

　
国
保
、
介
護
、
後
期
特
会

へ
の
繰
り
出
し
は
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
下
水
道
事
業
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

❻
退
職
所
得
に
係
る
所
得
割

が
増
加
、
ま
た
企
業
の
設
備

投
資
に
よ
り
償
却
資
産
が
増

加
し
た
こ
と
が
要
因
。

❼
扶
助
費
、
医
療
費
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
下
水
道
事
業

は
長
期
に
わ
た
り
経
費
も
多

く
か
か
る
。
少
子
・
高
齢
化

が
進
む
中
、
ま
た
人
口
減
少

社
会
と
言
わ
れ
る
中
で
、
町

は
、
健
全
な
状
態
を
維
持
し

て
い
る
。
し
か
し
、
決
し
て

楽
観
視
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
経
費
の
無
駄
を
省
き

事
業
に
優
先
順
位
を
つ
け
、

取
捨
選
択
を
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
医
療
費
に
し
て
も

国
保
や
介
護
等
に
つ
い
て
も
、

本
来
な
ら
、
必
要
な
も
の
は

料
金
を
上
げ
る
が
、
兼
ね
合

い
を
と
り
な
が
ら
料
金
設
定

を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
５

年
10
年
で
は
上
げ
る
必
要
が

あ
る
。

　
公
共
下
水
は
、
経
費
が
か

か
り
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で

平
成
27
年
度
か
ら
半
分
に
す

る
。
財
政
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
や
る
。

町

　長

条
例
の
制
定

中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
及
び

永
住
帰
国
後
の
自
立
の

支
援
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条

例　
法
律
題
名
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
次
の
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
小
児
医
療
費
給
付
に

　関
す
る
条
例

・
心
身
障
害
者
医
療
費

　給
付
条
例

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

　療
費
給
付
に
関
す
る

　条
例

・
町
営
住
宅
管
理
条
例

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
や
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
ま
し
た
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
認
定
子
ど
も
園
・
保
育
所
・

幼
稚
園
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
や
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
ま
し
た
。

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
等
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例

　
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す

る
機
関
や
団
体
の
連
携
を
図

る
た
め
、
協
議
会
や
委
員
会

を
設
置
し
、
そ
の
組
織
と
運

営
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
） 厚生体育大会 160才リレー
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借
金
と
貯
金

総
括
質
疑

千歳楽（殿迫地区）

税
の
徴
収
率
が
伸
び
て
い
る
が

　
　
　
　
　
❶
町
税
に
関
し

て
徴
収
率
は
前
年
よ
り
０
・

５
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
徴

収
率
が
伸
び
た
が
、
ど
の
よ

う
な
措
置
を
し
た
の
か
。
差

し
押
さ
え
を
25
年
度
は
ど
の

程
度
し
た
の
か
。

❷
各
項
目
に
補
正
額
以
上
の

不
用
額
が
生
じ
て
い
る
部
分

が
あ
る
。
減
額
補
正
を
す
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

❸
国
保
、
介
護
保
険
に
つ
い

て
、
今
の
料
金
が
い
つ
ご
ろ

ま
で
維
持
で
き
る
の
か
。
今

後
検
診
の
内
容
を
増
や
す
考

え
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
❶
滞
納
者
に
、

徴
収
員
が
戸
別
訪
問
を
し
て

も
ら
い
、
原
因
が
わ
か
れ
ば

対
応
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
町
と
し
て
は
、
昨

年
12
月
14
日
か
ら
20
日
に
か

け
、
夜
間
、
休
日
の
相
談
窓

口
、
ま
た
徴
収
の
事
務
、
電

話
催
告
等
を
徹
底
し
て
実
施

し
た
。　

　
25
年
度
も
差
し
押
さ
え
を

実
施
し
て
い
る
。（
32
件
）

　
　
　
　
　
❷
今
後
は
各
課

担
当
に
不
用
額
を
減
ら
す
よ

う
に
指
導
す
る
。
た
だ
、
支

払
い
が
確
定
し
て
な
い
も
の

も
あ
る
。
減
額
し
過
ぎ
、
支

払
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
て
は
い
け
な
い
が
、
減
ら

す
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
❸
医
療
費
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　
現
状
の
ま
ま
で
は
平
成
27

年
度
当
初
の
予
算
編
成
も
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
協

議
会
で
も
状
況
を
報
告
し
、

来
年
４
月
か
ら
保
険
料
を
上

げ
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い

と
回
答
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❸
介
護
保

険
特
別
会
計
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
３
年
間
の
保
険
料
を

決
め
る
た
め
の
計
画
策
定
を

現
在
実
施
し
て
い
る
。
介
護

保
険
事
業
全
体
の
見
直
し
が

行
わ
れ
て
お
り
、
事
業
自
体

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
ま
だ
推
計
で
き
て

い
な
い
部
分
も
多
く
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
知

ら
せ
る
。

　
検
診
の
内
容
は
、
今
後
医

師
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

髙
田
議
員

健
康
福
祉
課
長

町
民
課
参
事

総
務
課
長

町
民
課
長

　
・
一
般
会
計

２
億
５
５
６
０
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

２
億
４
２
４
０
万
円

　
・
一
般
会
計

２
億
５
８
１
４
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

２
０
５
４
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

１
億
１
４
６
６
万
円

　
・
一
般
会
計

35
億
１
４
１
６
万
円

　
・
水
道
事
業
会
計

１
億
８
３
３
５
万
円

　
・
下
水
道
事
業
会
計

33
億
７
７
４
３
万
円

　　
　  

※
う
ち
46
億
８
７
１
７
万

　
　  

　
円
は
、
元
利
償
還
金
が

　
　  

　
地
方
交
付
税
に
算
入
さ

　
　  

　
れ
る
。

　財
政
調
整
基
金

８
億
３
９
９
１
万
円

　い
き
い
き
里
庄
基
金１億

円

　地
域
振
興
基
金

５
８
４
７
万
円

　開
発
基
金

９
億
３
６
９
０
万
円

　減
債
基
金

２
億
１
１
９
７
万
円

　ふ
る
さ
と
保
全
基
金

６
６
０
０
万
円

　文
化
振
興
基
金

４
億
５
３
０
３
万
円

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

１
億
１
０
０
万
円

　教
育
施
設
整
備
改
修
基
金

１
億
９
０
８
９
万
円

　土
地
開
発
基
金

１
億
３
０
２
万
円

　環
境
整
備
基
金

５
０
３
７
万
円

　古
山
基
金１

０
０
８
万
円

平
成
25
年
度
起
債
額（
借
金
）

平
成
25
年
度
公
債
費（
元
金
償
還
金
）

平
成
25
年
度
末
起
債
残
高

基
金（
こ
れ
ま
で
の
貯
金
総
額
）

町
の
借
金
と
貯
金（
平
成
25
年
度
の
状
況
）

３
億
９
３
３
４
万
円

４
億
９
８
０
０
万
円

３1
億
２
１
６
４
万
円

70
億
７
４
９
４
万
円

※

❹
不
確
定
な
部
分
が
大
き
く

な
か
な
か
で
き
な
い
。

❺
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
４
９
４
９
万
円
、
介
護
保

険
特
別
会
計
へ
１
億
１
千
万

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
へ
２
６
６
６
万
円
、
下

水
道
事
業
会
計
へ
２
億
円
を

繰
り
出
し
て
い
る
。

　
国
保
、
介
護
、
後
期
特
会

へ
の
繰
り
出
し
は
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
下
水
道
事
業
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

❻
退
職
所
得
に
係
る
所
得
割

が
増
加
、
ま
た
企
業
の
設
備

投
資
に
よ
り
償
却
資
産
が
増

加
し
た
こ
と
が
要
因
。

❼
扶
助
費
、
医
療
費
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
下
水
道
事
業

は
長
期
に
わ
た
り
経
費
も
多

く
か
か
る
。
少
子
・
高
齢
化

が
進
む
中
、
ま
た
人
口
減
少

社
会
と
言
わ
れ
る
中
で
、
町

は
、
健
全
な
状
態
を
維
持
し

て
い
る
。
し
か
し
、
決
し
て

楽
観
視
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
経
費
の
無
駄
を
省
き

事
業
に
優
先
順
位
を
つ
け
、

取
捨
選
択
を
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
医
療
費
に
し
て
も

国
保
や
介
護
等
に
つ
い
て
も
、

本
来
な
ら
、
必
要
な
も
の
は

料
金
を
上
げ
る
が
、
兼
ね
合

い
を
と
り
な
が
ら
料
金
設
定

を
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
５

年
10
年
で
は
上
げ
る
必
要
が

あ
る
。

　
公
共
下
水
は
、
経
費
が
か

か
り
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で

平
成
27
年
度
か
ら
半
分
に
す

る
。
財
政
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
や
る
。

町

　長

条
例
の
制
定

中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
及
び

永
住
帰
国
後
の
自
立
の

支
援
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条

例　
法
律
題
名
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
次
の
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

・
小
児
医
療
費
給
付
に

　関
す
る
条
例

・
心
身
障
害
者
医
療
費

　給
付
条
例

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

　療
費
給
付
に
関
す
る

　条
例

・
町
営
住
宅
管
理
条
例

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
や
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
ま
し
た
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
認
定
子
ど
も
園
・
保
育
所
・

幼
稚
園
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
や
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
ま
し
た
。

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
等
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例

　
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す

る
機
関
や
団
体
の
連
携
を
図

る
た
め
、
協
議
会
や
委
員
会

を
設
置
し
、
そ
の
組
織
と
運

営
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
） 厚生体育大会 160才リレー
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補
　
正

電
話
機
、
な
ぜ
安
い

　
　
　
　
　
電
話
機
の
購
入

費
１
０
０
０
円
と
あ
る
。
え

ら
い
安
い
が
な
ぜ
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
当
初
に
国
保

の
収
納
特
待
事
業
と
い
う
こ

と
で
予
算
の
承
認
を
受
け
て

い
た
。

　
７
月
に
一
般
会
計
と
の
按

分
率
が
変
わ
り
、
差
額
が
生

じ
た
た
め
。

　
元
々
は
５
万
円
位
の
も
の
。

髙
田
議
員

町
民
課
参
事

　
建
設
福
祉
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
町
道
路
線
の
廃
止
と

認
定
３
議
案
を
審
議
す
る
た

め
、
９
月
５
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
慎
重
に
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
干
瓜
地
区
の
町
道
新
庄
２

２
３
号
線
は
道
路
の
形
態
が

な
く
、
数
十
年
間
、
町
道
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
代
替
道
も
あ
り
ま
す
。

　
里
見
２
５
６
号
線
の
約
半

分
は
、
手
ノ
際
分
館
所
有
の

墓
地
の
中
に
あ
り
、
通
行
人

は
い
ま
せ
ん
。
全
体
を
一
旦

廃
止
し
ま
す
が
、
墓
地
以
外

の
部
分
を
再
度
、
道
路
認
定

す
る
こ
と
で
終
点
へ
の
通
行

に
は
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
の
議
案
も
利
用
関

係
者
の
承
諾
も
得
て
お
り
、

問
題
な
し
と
判
断
し
て
全
会

一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
廃
止
と
認
定

廃止と認定路線（町道里見 256号線）廃止路線（町道新庄 223号線）
起
点廃止路線 再認定

ど
こ
を
観
光
さ
せ
る
の
か

　
　
　
　
　
地
方
振
興
事
業

調
整
補
助
金
が
、
55
万
３
０

０
０
円
つ
い
て
い
る
。
説
明

で
は
観
光
用
と
い
う
が
、
ど

こ
を
観
光
さ
せ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
規
事
業

で
、
町
内
の
企
業
や
マ
コ
モ

タ
ケ
の
収
穫
体
験
を
、
親
子

30
組
、
60
人
を
想
定
し
た
観

光
ル
ー
ト
事
業
を
行
う
予
定

に
し
て
い
る
。

平
野
議
員

質  

疑

　
　
　
　
　
❶
自
衛
隊
関
係

費
が
、
昨
年
よ
り
11
万
４
０

０
０
円
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る

の
は
。

❷
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
支

援
対
策
事
業
費
補
助
金
過
年

度
分
の
返
還
金
46
万
４
０
０

０
円
が
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
。

❸
商
工
費
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ラ
ッ
ク
使
用
料
が
あ
る
が
、

何
を
出
品
し
、
期
間
は
。

❹
災
害
対
策
費
で
防
災
士
の

研
修
終
了
後
、
町
は
人
材
バ

ン
ク
の
登
録
を
す
る
の
か
。

　
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に

向
け
た
協
力
を
要
請
す
る
の

か
。

❺
幼
稚
園
の
代
用
教
諭
賃
金

が
あ
る
。
教
諭
採
用
の
経
緯

は
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
今
回
は

海
田
市
駐
屯
地
の
陸
上
自
衛

隊
第
13
音
楽
隊
が
来
る
予
定

で
、
里
庄
ま
で
来
る
高
速
道

路
通
行
料
と
若
干
人
数
も
異

な
っ
て
い
る
。

❸
平
成
26
年
９
月
に
、
東
京

に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と

っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
」

が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
そ
の
中

で
、
町
の
観
光
、
移
住
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
マ
コ
モ
タ
ケ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
置
く
。

　
平
成
26
年
10
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
使
用
料
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
敬
老
会

の
記
念
品
に
充
て
て
い
た
が

支
出
が
予
定
よ
り
少
な
か
っ

た
た
め
。

　
　
　
　
　
❹
人
材
バ
ン
ク

の
登
録
は
考
え
て
い
な
い
。

　
分
館
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

る
中
心
的
な
人
物
に
な
っ
て

も
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
❺
産
休
に

入
る
職
員
の
代
用
教
諭
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
幼
稚

園
の
２
年
制
に
対
応
す
る
採

用
試
験
を
９
月
21
日
に
実
施
。

岡
村
議
員

自
衛
隊
関
係
費
が
、
昨
年
よ
り

ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
は

企
画
商
工
課
長

健
康
福
祉
課
長

企
画
商
工
課
長

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長

9月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　（補正額）

（1億9368万円）

（5882万円）

（1923万円）

（2555万円）

（△60万円）

（3万円）

（21万円）

　45億 76万円
12億8131万円

7754万円
8億7403万円
1億2925万円

2億7496万円
2億6360万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介護老人保健施設特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
水道事業会計

収益的収入
収益的支出

質
　
疑補

　正
補
　正
補
　正

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
４
件
、

事
業
会
計
１
件
の
補
正
予
算
は
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

質
疑
は
一
般
会
計
が
２
人
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
が
１
人
の
計
３
人
が
行
い
ま
し
た
。

26年度予算
一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

教
育
委
員
会
委
員

里
庄
町
大
字
里
見

５
７
６
０
番
地
１

堀
　
朝
子 

氏

人  

事

敬老会の催し物（殿迫地区）

手ノ際干  瓜
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補
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機
、
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ぜ
安
い

　
　
　
　
　
電
話
機
の
購
入

費
１
０
０
０
円
と
あ
る
。
え

ら
い
安
い
が
な
ぜ
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
当
初
に
国
保

の
収
納
特
待
事
業
と
い
う
こ

と
で
予
算
の
承
認
を
受
け
て

い
た
。

　
７
月
に
一
般
会
計
と
の
按

分
率
が
変
わ
り
、
差
額
が
生

じ
た
た
め
。

　
元
々
は
５
万
円
位
の
も
の
。

髙
田
議
員

町
民
課
参
事

　
建
設
福
祉
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
町
道
路
線
の
廃
止
と

認
定
３
議
案
を
審
議
す
る
た

め
、
９
月
５
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
慎
重
に
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
干
瓜
地
区
の
町
道
新
庄
２

２
３
号
線
は
道
路
の
形
態
が

な
く
、
数
十
年
間
、
町
道
と

し
て
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
代
替
道
も
あ
り
ま
す
。

　
里
見
２
５
６
号
線
の
約
半

分
は
、
手
ノ
際
分
館
所
有
の

墓
地
の
中
に
あ
り
、
通
行
人

は
い
ま
せ
ん
。
全
体
を
一
旦

廃
止
し
ま
す
が
、
墓
地
以
外

の
部
分
を
再
度
、
道
路
認
定

す
る
こ
と
で
終
点
へ
の
通
行

に
は
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
の
議
案
も
利
用
関

係
者
の
承
諾
も
得
て
お
り
、

問
題
な
し
と
判
断
し
て
全
会

一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

町
道
路
線
の
廃
止
と
認
定

廃止と認定路線（町道里見 256号線）廃止路線（町道新庄 223号線）

起
点廃止路線 再認定

ど
こ
を
観
光
さ
せ
る
の
か

　
　
　
　
　
地
方
振
興
事
業

調
整
補
助
金
が
、
55
万
３
０

０
０
円
つ
い
て
い
る
。
説
明

で
は
観
光
用
と
い
う
が
、
ど

こ
を
観
光
さ
せ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
規
事
業

で
、
町
内
の
企
業
や
マ
コ
モ

タ
ケ
の
収
穫
体
験
を
、
親
子

30
組
、
60
人
を
想
定
し
た
観

光
ル
ー
ト
事
業
を
行
う
予
定

に
し
て
い
る
。

平
野
議
員

質  

疑

　
　
　
　
　
❶
自
衛
隊
関
係

費
が
、
昨
年
よ
り
11
万
４
０

０
０
円
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る

の
は
。

❷
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
支

援
対
策
事
業
費
補
助
金
過
年

度
分
の
返
還
金
46
万
４
０
０

０
円
が
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
。

❸
商
工
費
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ラ
ッ
ク
使
用
料
が
あ
る
が
、

何
を
出
品
し
、
期
間
は
。

❹
災
害
対
策
費
で
防
災
士
の

研
修
終
了
後
、
町
は
人
材
バ

ン
ク
の
登
録
を
す
る
の
か
。

　
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に

向
け
た
協
力
を
要
請
す
る
の

か
。

❺
幼
稚
園
の
代
用
教
諭
賃
金

が
あ
る
。
教
諭
採
用
の
経
緯

は
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
今
回
は

海
田
市
駐
屯
地
の
陸
上
自
衛

隊
第
13
音
楽
隊
が
来
る
予
定

で
、
里
庄
ま
で
来
る
高
速
道

路
通
行
料
と
若
干
人
数
も
異

な
っ
て
い
る
。

❸
平
成
26
年
９
月
に
、
東
京

に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と

っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
」

が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
そ
の
中

で
、
町
の
観
光
、
移
住
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
マ
コ
モ
タ
ケ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
置
く
。

　
平
成
26
年
10
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
使
用
料
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
敬
老
会

の
記
念
品
に
充
て
て
い
た
が

支
出
が
予
定
よ
り
少
な
か
っ

た
た
め
。

　
　
　
　
　
❹
人
材
バ
ン
ク

の
登
録
は
考
え
て
い
な
い
。

　
分
館
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

る
中
心
的
な
人
物
に
な
っ
て

も
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
❺
産
休
に

入
る
職
員
の
代
用
教
諭
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
幼
稚

園
の
２
年
制
に
対
応
す
る
採

用
試
験
を
９
月
21
日
に
実
施
。

岡
村
議
員

自
衛
隊
関
係
費
が
、
昨
年
よ
り

ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
は

企
画
商
工
課
長

健
康
福
祉
課
長

企
画
商
工
課
長

教
委
事
務
局
長

総
務
課
長

9月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　（補正額）

（1億9368万円）

（5882万円）

（1923万円）

（2555万円）

（△60万円）

（3万円）

（21万円）

　45億 76万円
12億8131万円

7754万円
8億7403万円
1億2925万円

2億7496万円
2億6360万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介護老人保健施設特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
水道事業会計

収益的収入
収益的支出

質
　
疑補

　正
補
　正
補
　正

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
４
件
、

事
業
会
計
１
件
の
補
正
予
算
は
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

質
疑
は
一
般
会
計
が
２
人
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
が
１
人
の
計
３
人
が
行
い
ま
し
た
。

26年度予算
一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

教
育
委
員
会
委
員

里
庄
町
大
字
里
見

５
７
６
０
番
地
１

堀
　
朝
子 

氏

人  

事

敬老会の催し物（殿迫地区）

手ノ際干  瓜
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一
般
質
問

発

　議

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

里庄町議会だより　No.78

一般
質問
一般
質問
一般
質問

9月定例会

町
政
を
問
う

4人の議員が登壇して質問！

① 高齢者タクシー料金助成事業
② 農業委員の選挙は公正に行われたのか
③ 幼稚園2年制

髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

① 通学路に防犯カメラ設置を

小野 光三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① 町道整備
② 企業誘致
③ 職員の採用
④ 下水道の接続率
⑤ フロイデの町主催事業

平野 敏弘 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13P

① 229号線の交通安全対策
② タクシー料金助成事業

岡村咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12P

町村議会広報研修会

審議結果
　総務文教委員会に付託された意見書を求
める請願は、９月３日に委員会を開催し、慎重
に審査を行った結果、全会一致を持って採択
すべきと決しました。

請 願

「ウイルス性肝炎患者に対する
医療費助成の拡充に関する請願」は
採択

　ウイルス性肝炎、特にＢ型・Ｃ型肝炎の患者が
合計３５０万人以上とされるほど蔓延している
のは国の責めに帰すべき事由によるものである。
　肝硬変・肝がん患者は、毎日１２０人以上の方
が亡くなっており、医療費助成を含む生活支援
の実現は、一刻の猶予もない課題であるので、
次のことを実現するよう要望する。
１．ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成
制度を創設すること
２．身体障害者福祉法上の肝機能障害による身
体障害者手帳の認定基準につき見直しを行い、
患者の今日的状況に応じた認定制度にすること。

　１０月８日、サンピーチOKAYAMAへ議会広報
の研修に行ってきました。
　研修では、議会だよりの紙面構成を活かすた
めの講義がありました。
　その中で、
　○見出しで内容を知らせる。
　○余白のつかい方。
　○色の使い過ぎに注意。
　○写真・図版の見かけのラインを揃える。
など、紙面づくりの基本的な話しがありました。
　今後の議会広報づくりに活かしたいと思いま
す。

国に意見書

発 議

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の
拡充を求める

消防団操法訓練大会

白熱の騎馬戦（里庄中学校）

決算審査（予算決算委員会）
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道
２
２
９
号
線

が
昨
年
の
３
月
開

通
し
た
。
国
道
２
号
線
と
併

進
し
て
お
り
、
交
通
量
の
増

加
と
と
も
に
交
通
事
故
も
多

発
し
て
い
る
。

　
県
道
園
井
里
庄
線
は
40
キ

ロ
の
速
度
制
限
が
あ
り
、
町

道
２
２
９
号
線
は
速
度
規
制

が
な
く
、
法
定
速
度
60
キ
ロ

で
の
走
行
も
可
能
で
あ
る
。

　
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
、
西

小
学
校
の
信
号
や
里
庄
駅
の

西
側
の
踏
み
切
り
、
西
内
食

品
南
側
の
交
差
点
や
Ｕ
ク
リ

ー
ナ
ー
の
Ｔ
字
路
等
は
渋
滞

す
る
箇
所
で
あ
る
。

　
登
下
校
の
学
生
や
児
童
、

高
齢
者
の
横
断
等
で
危
険
な

場
所
で
も
あ
る
。
安
心
・
安

全
な
道
路
、
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
交
通
安
全
対
策
が
重

要
で
あ
る
。

　
町
民
に
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
高
揚
を
促
す
必
要
も

あ
る
。

　
事
故
撲
滅
に
向
け
て
の
活

動
や
、
取
り
組
み
等
は
ど
う

す
る
の
か
。町

道
里
見
２
２
９

号
線
は
、
大
き
な

カ
ー
ブ
も
な
く
見
通
し
も
よ

い
た
め
、
比
較
的
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
や
す
く
、
暴
走
車
両

の
発
生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
事
故
は
、
平
成
26
年
８
月

現
在
で
10
件
と
聞
い
て
い
る
。

平
成
25
年
３
月
以
降
、
旧
国

道
の
事
故
件
数
は
ゼ
ロ
件
で
、

生
活
道
路
の
安
全
性
は
向
上

し
て
い
る
。

　
つ
ば
き
の
丘
運
動
公
園
か

ら
お
り
た
町
道
と
、
里
見
２

２
９
号
線
の
交
差
点
に
、
路

面
に
減
速
マ
ー
ク
と
注
意
喚

起
の
た
め
の
た
て
看
板
を
設

置
し
た
。

　
通
行
者
へ
注
意
を
促
す
た

め
、
カ
ラ
ー
舗
装
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。

　
事
故
の
発
生
箇
所
や
原
因

を
分
析
し
、
道
路
管
理
者
、

警
察
と
連
携
し
て
交
通
安
全

対
策
を
講
じ
る
。

玉
島
警
察
署
の
シ

ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
や
東
西
駐

在
所
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
い
き
い
き
サ

ロ
ン
に
も
出
向
き
、
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

　
町
主
催
の
敬
老
会
な
ど
で
、

高
齢
者
に
夜
光
反
射
材
な
ど

を
配
布
し
、
交
通
安
全
の
意

識
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

岡村咲津紀 議員

２
２
９
号
線
の
交
通
安
全
対
策
は

　
　
農
林
建
設
課
長
／
道
路
管
理
者
、警
察
と
連
携

問

高
齢
者
タ
ク
シ
ー

助
成
事
業
は
、
75

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
外
出

機
会
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
８
月
ま
で
に
何
世
帯
、
何

組
の
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
た

の
か
。

　
条
件
に
満
た
な
い
高
齢
者

か
ら
は
批
判
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
予
算
は
か
か
る
が
、

条
件
を
緩
和
し
、
世
帯
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
助
成

を
し
て
い
く
と
い
う
形
を
と

っ
て
も
ら
い
た
い
。

８
月
末
現
在
で
１

２
３
世
帯
が
交
付

決
定
。

　
今
年
度
４
月
か
ら
開
始
し

た
ば
か
り
、
今
後
申
請
状
況

を
見
な
が
ら
必
要
が
あ
れ
ば
、

今
の
条
件
に
合
わ
な
く
て
も

体
が
不
自
由
で
困
っ
て
い
る

方
な
ど
に
対
し
て
は
、
助
成

す
る
方
向
で
現
在
検
討
し
て

い
る
。 問

町
道
は
幅
員
が
狭

く
緊
急
車
両
が
入

れ
な
い
所
が
あ
る
。
町
は
ど

の
よ
う
な
整
備
計
画
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

　
松
尾
か
ら
鴨
方
へ
行
く
里

見
川
の
堤
防
の
道
路
が
狭
い
、

里
庄
分
だ
け
を
き
れ
い
に
整

備
し
て
も
、
今
以
上
に
事
故

や
渋
滞
が
発
生
す
る
可
能
性

は
非
常
に
高
い
。
鴨
方
と
協

議
し
、
工
事
の
着
工
を
す
る

対
策
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
民
の
生
活
に
密

接
に
関
係
す
る
重

要
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、
拡

幅
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
年
度
、
工
事
請
負
費
と

し
て
道
路
維
持
費
２
５
０
０

万
円
、
道
路
新
設
改
良
費
５

９
０
０
万
円
を
執
行
予
定
で

あ
る
。

　
具
体
的
に
安
広
か
ら
挟
田

地
区
の
町
道
新
庄
１
４
９
号

線
や
、
高
岡
地
区
の
町
道
里

見
３
１
５
号
線
を
拡
幅
整
備
。

才
申
地
区
の
側
溝
ふ
た
か
け

整
備
工
事
は
最
終
区
間
が
完

了
し
た
。

　
里
見
２
２
９
号
線
か
ら
殿

迫
地
区
へ
入
る
里
見
４
６
２

号
線
の
拡
幅
整
備
を
予
定
し

て
い
る
。

　
国
の
補
助
事
業
を
有
効
に

活
用
し
、
生
活
道
路
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

２
２
９
号
線
の
松

尾
地
区
、
里
見
川

の
堤
防
の
こ
と
は
、
浅
口
市

と
協
議
は
全
く
し
て
い
な
い
。

平
野

　敏
弘 

議
員

町道の整備計画は
　  農林建設課長／国の補助事業を有効活用

問

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

健
康
福
祉

課

　
　長

２
２
９
号
線
を
活

か
し
た
企
業
、
店

を
誘
致
す
る
計
画
は
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
等
を
誘
致
す

る
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

企
業
誘
致
に
適
し

た
と
こ
ろ
は
民
地

が
３
件
あ
る
。

　
県
に
も
情
報
提
供
を
し
、

他
県
の
企
業
か
ら
照
会
が
あ

っ
た
場
合
に
は
県
、
町
両
方

で
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
い
る
。　

　
町
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
雇
用
の
確
保
、

所
得
の
向
上
、
税
収
の
維
持

に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
な
ど

産
業
の
振
興
、
活
性
化
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

問

渋滞する中坪一踏切付近

整備予定の町道

人
件
費
の
抑
制
に
努
め
よ

総
務
課
長
／
職
員
定
数
は
86
名
で

店
の
誘
致
計
画
は

町
長
／
具
体
的
計
画
な
し

タクシーチケット条件の緩和は
健康福祉課長／申請状況を
　　　　　　　　　　見ながら検討

町
長

職
員
は
何
人
必
要

と
考
え
て
い
る
の

か
。
採
用
方
法
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
職
員
を
１
人
採
用
す
る
と

年
間
数
百
万
円
、
定
年
ま
で

１
人
に
つ
き
何
千
万
円
の
人

件
費
が
か
か
る
。
町
の
財
政

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
負

担
と
な
る
。
正
職
員
を
ふ
や

す
よ
り
、
嘱
託
職
員
な
ど
で

対
応
で
き
る
こ
と
は
嘱
託
職

員
で
や
っ
て
も
ら
う
。
定
年

し
た
職
員
の
採
用
を
行
い
、

人
件
費
の
抑
制
に
努
め
て
は

ど
う
か
。

こ
こ
数
年
は
、
退

職
者
の
補
充
と
し

て
採
用
を
し
て
い
る
。

　
採
用
方
針
は
、
里
庄
町
職

員
定
数
条
例
に
よ
り
、
定
数

は
86
名
で
こ
の
枠
を
広
げ
る

考
え
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
ぐ
ら
い

か
ら
導
入
し
た
と

思
う
が
、
目
標
設
定
を
前
提

と
し
た
人
材
育
成
、
人
材
育

成
を
目
標
と
し
た
人
事
評
価

制
度
等
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
将
来
幹
部
に
な
り
得
る
職

員
を
選
抜
し
て
い
く
形
に
な

っ
て
い
る
。

　
職
員
が
や
る
気
を
持
っ
て

業
務
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

職
場
づ
く
り
が
一
番
大
切
で

あ
る
。

問

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
下
水
道
完
了
後
の
維
持
管

　
理
費
は
、
下
水
道
会
計
で

　
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

Ａ
で
き
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ
フ
ロ
イ
デ
の
主
催
事
業
は

　
回
数
を
減
ら
し
、
１
回
の

　
事
業
の
投
資
額
を
増
や
し

　
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
今
後
、
考
え
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

総
務

課
長

副
町
長
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管
理
者
、

警
察
と
連
携
し
て
交
通
安
全

対
策
を
講
じ
る
。

玉
島
警
察
署
の
シ

ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
や
東
西
駐

在
所
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
い
き
い
き
サ

ロ
ン
に
も
出
向
き
、
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

　
町
主
催
の
敬
老
会
な
ど
で
、

高
齢
者
に
夜
光
反
射
材
な
ど

を
配
布
し
、
交
通
安
全
の
意

識
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

岡村咲津紀 議員

２
２
９
号
線
の
交
通
安
全
対
策
は

　
　
農
林
建
設
課
長
／
道
路
管
理
者
、警
察
と
連
携

問

高
齢
者
タ
ク
シ
ー

助
成
事
業
は
、
75

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
外
出

機
会
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
８
月
ま
で
に
何
世
帯
、
何

組
の
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
た

の
か
。

　
条
件
に
満
た
な
い
高
齢
者

か
ら
は
批
判
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
予
算
は
か
か
る
が
、

条
件
を
緩
和
し
、
世
帯
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
助
成

を
し
て
い
く
と
い
う
形
を
と

っ
て
も
ら
い
た
い
。

８
月
末
現
在
で
１

２
３
世
帯
が
交
付

決
定
。

　
今
年
度
４
月
か
ら
開
始
し

た
ば
か
り
、
今
後
申
請
状
況

を
見
な
が
ら
必
要
が
あ
れ
ば
、

今
の
条
件
に
合
わ
な
く
て
も

体
が
不
自
由
で
困
っ
て
い
る

方
な
ど
に
対
し
て
は
、
助
成

す
る
方
向
で
現
在
検
討
し
て

い
る
。 問

町
道
は
幅
員
が
狭

く
緊
急
車
両
が
入

れ
な
い
所
が
あ
る
。
町
は
ど

の
よ
う
な
整
備
計
画
を
持
っ

て
い
る
の
か
。

　
松
尾
か
ら
鴨
方
へ
行
く
里

見
川
の
堤
防
の
道
路
が
狭
い
、

里
庄
分
だ
け
を
き
れ
い
に
整

備
し
て
も
、
今
以
上
に
事
故

や
渋
滞
が
発
生
す
る
可
能
性

は
非
常
に
高
い
。
鴨
方
と
協

議
し
、
工
事
の
着
工
を
す
る

対
策
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
民
の
生
活
に
密

接
に
関
係
す
る
重

要
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、
拡

幅
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
年
度
、
工
事
請
負
費
と

し
て
道
路
維
持
費
２
５
０
０

万
円
、
道
路
新
設
改
良
費
５

９
０
０
万
円
を
執
行
予
定
で

あ
る
。

　
具
体
的
に
安
広
か
ら
挟
田

地
区
の
町
道
新
庄
１
４
９
号

線
や
、
高
岡
地
区
の
町
道
里

見
３
１
５
号
線
を
拡
幅
整
備
。

才
申
地
区
の
側
溝
ふ
た
か
け

整
備
工
事
は
最
終
区
間
が
完

了
し
た
。

　
里
見
２
２
９
号
線
か
ら
殿

迫
地
区
へ
入
る
里
見
４
６
２

号
線
の
拡
幅
整
備
を
予
定
し

て
い
る
。

　
国
の
補
助
事
業
を
有
効
に

活
用
し
、
生
活
道
路
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

２
２
９
号
線
の
松

尾
地
区
、
里
見
川

の
堤
防
の
こ
と
は
、
浅
口
市

と
協
議
は
全
く
し
て
い
な
い
。

平
野

　敏
弘 

議
員

町道の整備計画は
　  農林建設課長／国の補助事業を有効活用

問

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

健
康
福
祉

課

　
　長

２
２
９
号
線
を
活

か
し
た
企
業
、
店

を
誘
致
す
る
計
画
は
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
等
を
誘
致
す

る
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

企
業
誘
致
に
適
し

た
と
こ
ろ
は
民
地

が
３
件
あ
る
。

　
県
に
も
情
報
提
供
を
し
、

他
県
の
企
業
か
ら
照
会
が
あ

っ
た
場
合
に
は
県
、
町
両
方

で
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
い
る
。　

　
町
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
雇
用
の
確
保
、

所
得
の
向
上
、
税
収
の
維
持

に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
な
ど

産
業
の
振
興
、
活
性
化
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

問

渋滞する中坪一踏切付近

整備予定の町道

人
件
費
の
抑
制
に
努
め
よ

総
務
課
長
／
職
員
定
数
は
86
名
で

店
の
誘
致
計
画
は

町
長
／
具
体
的
計
画
な
し

タクシーチケット条件の緩和は
健康福祉課長／申請状況を
　　　　　　　　　　見ながら検討

町
長

職
員
は
何
人
必
要

と
考
え
て
い
る
の

か
。
採
用
方
法
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
職
員
を
１
人
採
用
す
る
と

年
間
数
百
万
円
、
定
年
ま
で

１
人
に
つ
き
何
千
万
円
の
人

件
費
が
か
か
る
。
町
の
財
政

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
負

担
と
な
る
。
正
職
員
を
ふ
や

す
よ
り
、
嘱
託
職
員
な
ど
で

対
応
で
き
る
こ
と
は
嘱
託
職

員
で
や
っ
て
も
ら
う
。
定
年

し
た
職
員
の
採
用
を
行
い
、

人
件
費
の
抑
制
に
努
め
て
は

ど
う
か
。

こ
こ
数
年
は
、
退

職
者
の
補
充
と
し

て
採
用
を
し
て
い
る
。

　
採
用
方
針
は
、
里
庄
町
職

員
定
数
条
例
に
よ
り
、
定
数

は
86
名
で
こ
の
枠
を
広
げ
る

考
え
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
ぐ
ら
い

か
ら
導
入
し
た
と

思
う
が
、
目
標
設
定
を
前
提

と
し
た
人
材
育
成
、
人
材
育

成
を
目
標
と
し
た
人
事
評
価

制
度
等
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
将
来
幹
部
に
な
り
得
る
職

員
を
選
抜
し
て
い
く
形
に
な

っ
て
い
る
。

　
職
員
が
や
る
気
を
持
っ
て

業
務
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

職
場
づ
く
り
が
一
番
大
切
で

あ
る
。

問

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
下
水
道
完
了
後
の
維
持
管

　
理
費
は
、
下
水
道
会
計
で

　
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

Ａ
で
き
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ
フ
ロ
イ
デ
の
主
催
事
業
は

　
回
数
を
減
ら
し
、
１
回
の

　
事
業
の
投
資
額
を
増
や
し

　
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
今
後
、
考
え
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

総
務

課
長

副
町
長
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敷
市
で
、
下
校

中
に
女
児
が
一
人

に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
狙
わ
れ

連
れ
去
ら
れ
た
女
子
児
童
監

禁
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
事

件
を
受
け
、
県
内
で
子
供
の

通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け

た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　
町
の
小
・
中
学
校
に
は
、

校
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
不
審
者
の
侵
入
を
監
視
し

て
い
る
が
、
通
学
路
に
は
防

犯
カ
メ
ラ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
現
在
、
小
学
校
の
登
下
校

時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
々
が

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、

目
の
届
か
な
い
場
所
も
あ
り

完
全
と
は
言
え
な
い
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
子
供

の
安
全
を
守
り
、
通
学
路
を

よ
り
安
全
に
し
て
い
く
か
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
通
学
路
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
県
か
ら
の
補
助
も
あ
り

犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

事
件
後
、
玉
島
警

察
署
長
か
ら
子
供

の
安
全
対
策
と
し
て
、
子
供

等
を
狙
っ
た
犯
罪
の
抑
止
と

住
民
へ
の
安
心
感
の
提
供
に

有
効
な
通
学
路
等
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
の
要
請

が
あ
っ
た
。

　
本
町
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
こ
と
は
非
常
に
大

き
な
犯
罪
抑
止
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。

　
児
童
・
生
徒
等
の
安
全
を

確
保
す
る
意
味
か
ら
も
通
学

路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
方
針
で
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
10
月
末
ご
ろ
を

め
ど
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
場
所
の
選

定
作
業
を
お
願
い
し
、
所
轄

の
警
察
署
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
関
係
課
等
と
協
議
を
行

い
、
設
置
箇
所
は
二
、
三
カ

所
程
度
を
考
え
て
い
る
。

小野　光三 議員

通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

　
　
教
委
事
務
局
長
／
設
置
す
る
方
針
で
進
め
た
い

問

❶
高
齢
者
タ
ク
シ

ー
料
金
助
成
事
業

の
当
初
目
的
と
結
果
は
。

❷
利
用
で
き
る
業
者
は
ど
こ

に
な
っ
た
の
か
。

❸
車
に
乗
っ
て
い
る
人
に
も

出
し
て
い
る
が
、
当
初
の
目

的
と
違
う
の
で
は
な
い
か
。

又
、
他
人
に
譲
渡
は
な
い
か
。

❹
町
内
に
家
族
が
住
ん
で
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
家
族
が
あ
る
。

兄
弟
が
隣
に
い
て
も
付
き
合

い
を
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
。

　
条
件
、
事
情
を
よ
く
み
て

公
平
性
を
確
保
す
べ
き
。

❶
タ
ク
シ
ー
料
金

の
一
部
を
助
成
し

経
済
的
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
に
よ
り
、
外
出
機
会
の
促

進
及
び
閉
じ
こ
も
り
の
予
防

を
図
り
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
事
業
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

❷
笠
岡
、
浅
口
の
全
て
の
業

者
に
登
録
を
依
頼
し
た
結
果
、

８
業
者
が
登
録
を
し
た
。

❸
タ
ク
シ
ー
券
の
支
給
を
し

た
こ
と
で
運
転
を
控
え
る
こ

と
が
で
き
、
安
全
が
確
保
で

き
る
。

❹
皆
様
の
意
見
を
聞
き
、
来

年
度
に
向
け
て
検
討
中
。

❹
初
年
度
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
だ
ろ
う

け
れ
ど
、
今
後
検
討
し
て
適

正
に
対
応
し
た
い
。

髙
田

　卓
司 

議
員

高齢者タクシー料金助成事業、
　　　　　　公平性を確保すべき
　  町長／今後検討して適正に対応したい

問

登下校時の安全パトロール

タクシーチケット

教
委
事
務

局

　
　長

❶
農
業
委
員
の
選

挙
は
公
平
・
公
正

に
行
わ
れ
た
の
か
。

　
一
般
選
挙
の
場
合
、
有
権

者
の
閲
覧
が
で
き
る
が
、
農

業
委
員
会
の
選
挙
は
な
ぜ
閲

覧
が
で
き
な
い
の
か
。

　
有
権
者
の
資
格
は
自
己
申

告
制
と
な
っ
て
い
る
。
現
職

の
農
業
委
員
は
、
選
挙
権
が

あ
る
か
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
。
だ
れ
が
有

権
者
か
分
か
る
。

　
新
し
く
出
る
人
は
、
だ
れ

が
有
権
者
か
雲
を
つ
か
む
話
、

有
権
者
が
分
か
ら
な
い
た
め
、

不
公
平
で
あ
る
。

❷
県
へ
問
い
合
わ
せ
た
ら
、

「
国
が
や
っ
て
い
る
こ
と
だ

か
ら
農
政
局
へ
聞
い
て
く
だ

さ
い
」
と
言
わ
れ
、
農
政
局

で
は
「
そ
れ
は
お
か
し
い
」

と
回
答
を
も
ら
っ
た
。

　
な
ぜ
、
有
権
者
の
閲
覧
が

で
き
な
い
の
か
。

❶
公
職
選
挙
法
を

準
用
し
、
閲
覧
制

度
や
立
候
補
者
の
氏
名
掲
示

も
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

❷
県
の
選
管
へ
確
認
し
た
ら
、

閲
覧
に
か
か
る
規
定
は
準
用

さ
れ
な
い
た
め
、
閲
覧
の
制

度
は
な
い
。❶

期
日
前
投
票
前

に
立
候
補
者
が
分

か
ら
な
い
の
で
選
管
に
話
は

し
た
。
私
は
あ
っ
た
方
が
い

い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
た
。

❷
選
管
が
出
し
た
結
果
を
、

町
が
ど
う
こ
う
言
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
町
が
突
き
詰
め
て
調
べ
れ

ば
よ
か
っ
た
。

問

のこったのこった！（八幡神社 宮地地区）

幼
稚
園
２
年
制
、
な
ぜ
相
談
が
な
い

町
長
／
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や
国
の
方
針

農
業
委
員
の
選
挙
は

公
平
・
公
正
に
行
わ
れ
た
の
か

町
長
／
選
管
が
出
し
た
結
果

❶
幼
稚
園
２
年
制

は
い
つ
ど
こ
で
決

ま
っ
た
の
か
。

❷
な
ぜ
決
め
る
前
に
議
会
に

相
談
が
な
い
の
か
。

❶
従
前
か
ら
担
当

窓
口
へ
要
望
が
多

く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

や
国
の
方
針
な
ど
で
決
め
た
。

❷
各
課
の
課
長
と

相
談
し
た
結
果
早

く
決
め
た
方
が
良
い
と
い
う

こ
と
で
幼
稚
園
の
卒
業
式
の

時
に
言
っ
た
。

問総
務

課
長

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長
　

町
長
　

町
長
　

教
委
事
務

局

　
　長
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敷
市
で
、
下
校

中
に
女
児
が
一
人

に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
狙
わ
れ

連
れ
去
ら
れ
た
女
子
児
童
監

禁
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
事

件
を
受
け
、
県
内
で
子
供
の

通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け

た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　
町
の
小
・
中
学
校
に
は
、

校
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
不
審
者
の
侵
入
を
監
視
し

て
い
る
が
、
通
学
路
に
は
防

犯
カ
メ
ラ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
現
在
、
小
学
校
の
登
下
校

時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
々
が

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、

目
の
届
か
な
い
場
所
も
あ
り

完
全
と
は
言
え
な
い
。

　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
子
供

の
安
全
を
守
り
、
通
学
路
を

よ
り
安
全
に
し
て
い
く
か
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
通
学
路
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。
県
か
ら
の
補
助
も
あ
り

犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

事
件
後
、
玉
島
警

察
署
長
か
ら
子
供

の
安
全
対
策
と
し
て
、
子
供

等
を
狙
っ
た
犯
罪
の
抑
止
と

住
民
へ
の
安
心
感
の
提
供
に

有
効
な
通
学
路
等
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
の
要
請

が
あ
っ
た
。

　
本
町
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
こ
と
は
非
常
に
大

き
な
犯
罪
抑
止
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。

　
児
童
・
生
徒
等
の
安
全
を

確
保
す
る
意
味
か
ら
も
通
学

路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
方
針
で
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
10
月
末
ご
ろ
を

め
ど
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
場
所
の
選

定
作
業
を
お
願
い
し
、
所
轄

の
警
察
署
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
関
係
課
等
と
協
議
を
行

い
、
設
置
箇
所
は
二
、
三
カ

所
程
度
を
考
え
て
い
る
。

小野　光三 議員

通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

　
　
教
委
事
務
局
長
／
設
置
す
る
方
針
で
進
め
た
い

問

❶
高
齢
者
タ
ク
シ

ー
料
金
助
成
事
業

の
当
初
目
的
と
結
果
は
。

❷
利
用
で
き
る
業
者
は
ど
こ

に
な
っ
た
の
か
。

❸
車
に
乗
っ
て
い
る
人
に
も

出
し
て
い
る
が
、
当
初
の
目

的
と
違
う
の
で
は
な
い
か
。

又
、
他
人
に
譲
渡
は
な
い
か
。

❹
町
内
に
家
族
が
住
ん
で
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
家
族
が
あ
る
。

兄
弟
が
隣
に
い
て
も
付
き
合

い
を
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

る
。

　
条
件
、
事
情
を
よ
く
み
て

公
平
性
を
確
保
す
べ
き
。

❶
タ
ク
シ
ー
料
金

の
一
部
を
助
成
し

経
済
的
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
に
よ
り
、
外
出
機
会
の
促

進
及
び
閉
じ
こ
も
り
の
予
防

を
図
り
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
事
業
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

❷
笠
岡
、
浅
口
の
全
て
の
業

者
に
登
録
を
依
頼
し
た
結
果
、

８
業
者
が
登
録
を
し
た
。

❸
タ
ク
シ
ー
券
の
支
給
を
し

た
こ
と
で
運
転
を
控
え
る
こ

と
が
で
き
、
安
全
が
確
保
で

き
る
。

❹
皆
様
の
意
見
を
聞
き
、
来

年
度
に
向
け
て
検
討
中
。

❹
初
年
度
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
だ
ろ
う

け
れ
ど
、
今
後
検
討
し
て
適

正
に
対
応
し
た
い
。

髙
田

　卓
司 

議
員

高齢者タクシー料金助成事業、
　　　　　　公平性を確保すべき
　  町長／今後検討して適正に対応したい

問

登下校時の安全パトロール

タクシーチケット

教
委
事
務

局

　
　長

❶
農
業
委
員
の
選

挙
は
公
平
・
公
正

に
行
わ
れ
た
の
か
。

　
一
般
選
挙
の
場
合
、
有
権

者
の
閲
覧
が
で
き
る
が
、
農

業
委
員
会
の
選
挙
は
な
ぜ
閲

覧
が
で
き
な
い
の
か
。

　
有
権
者
の
資
格
は
自
己
申

告
制
と
な
っ
て
い
る
。
現
職

の
農
業
委
員
は
、
選
挙
権
が

あ
る
か
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
。
だ
れ
が
有

権
者
か
分
か
る
。

　
新
し
く
出
る
人
は
、
だ
れ

が
有
権
者
か
雲
を
つ
か
む
話
、

有
権
者
が
分
か
ら
な
い
た
め
、

不
公
平
で
あ
る
。

❷
県
へ
問
い
合
わ
せ
た
ら
、

「
国
が
や
っ
て
い
る
こ
と
だ

か
ら
農
政
局
へ
聞
い
て
く
だ

さ
い
」
と
言
わ
れ
、
農
政
局

で
は
「
そ
れ
は
お
か
し
い
」

と
回
答
を
も
ら
っ
た
。

　
な
ぜ
、
有
権
者
の
閲
覧
が

で
き
な
い
の
か
。

❶
公
職
選
挙
法
を

準
用
し
、
閲
覧
制

度
や
立
候
補
者
の
氏
名
掲
示

も
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

❷
県
の
選
管
へ
確
認
し
た
ら
、

閲
覧
に
か
か
る
規
定
は
準
用

さ
れ
な
い
た
め
、
閲
覧
の
制

度
は
な
い
。❶

期
日
前
投
票
前

に
立
候
補
者
が
分

か
ら
な
い
の
で
選
管
に
話
は

し
た
。
私
は
あ
っ
た
方
が
い

い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
た
。

❷
選
管
が
出
し
た
結
果
を
、

町
が
ど
う
こ
う
言
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
町
が
突
き
詰
め
て
調
べ
れ

ば
よ
か
っ
た
。

問

のこったのこった！（八幡神社 宮地地区）

幼
稚
園
２
年
制
、
な
ぜ
相
談
が
な
い

町
長
／
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や
国
の
方
針

農
業
委
員
の
選
挙
は

公
平
・
公
正
に
行
わ
れ
た
の
か

町
長
／
選
管
が
出
し
た
結
果

❶
幼
稚
園
２
年
制

は
い
つ
ど
こ
で
決

ま
っ
た
の
か
。

❷
な
ぜ
決
め
る
前
に
議
会
に

相
談
が
な
い
の
か
。

❶
従
前
か
ら
担
当

窓
口
へ
要
望
が
多

く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

や
国
の
方
針
な
ど
で
決
め
た
。

❷
各
課
の
課
長
と

相
談
し
た
結
果
早

く
決
め
た
方
が
良
い
と
い
う

こ
と
で
幼
稚
園
の
卒
業
式
の

時
に
言
っ
た
。

問総
務

課
長

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長
　

町
長
　

町
長
　

教
委
事
務

局

　
　長
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才
申
子
供
会
は
、才
ノ
脇
･

申
友
の
両
地
区
合
わ
せ
て
幼

稚
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の

64
名
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

通
年
行
事
を
行
う
の
は
大
変

で
あ
り
地
域
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
、
親
子
で
親

睦
会
を
行
い
、
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
夢

中
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を

作
る
子
供
達
は
、
と
て
も
生

き
生
き
と
し
て
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
又
、
地
区
の
清

掃
を
兼
ね
て
老
人
会
の
方
々

と
草
取
り
を
し
た
り
、
敬
老

会
で
は
、
有
志
で
集
ま
り
歌

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
紅
葉
を
迎
え
る
頃
は
、
秋

祭
り
が
あ
り
、
子
供
神
興
を

巡
行
す
る
に
は
、
道
が
細
く

坂
道
も
多
い
の
で
大
勢
の
保

護
者
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
神
興
巡
行
後
は
公
園

で
、
な
か
よ
し
サ
ロ
ン
会
･

消
防
団
･
有
志
の
方
々
の
支

援
で
、
お
で
ん
･
豚
汁
･
焼

き
鳥
･
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
の
お
店
が
出
て
、
地
域
の

方
々
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
木

野
山
様
の
奉
納
相
撲
の
後
、

八
幡
様
の
奉
納
相
撲
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
秋
祭
り
が
才
申

子
供
会
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

３
月
に
は
歓
送
迎
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
い
つ
も
子
供
達
の
登
下
校

時
の
見
守
り
を
し
て
下
さ
っ

て
い
る
地
域
の
皆
様
に
は
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
成
長
し
て
い
く
子
供

達
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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町政を問う（4人が登壇）
町の借金と貯金（平成25年度）
「厳しい財政で町の運営は」（総括質疑）
25年度決算、全ての会計の成果を認定

　台風到来という天気予報の中、町内
のあちらこちらで神輿の掛け声が響き、
豊作を祝う秋祭りが開催されました。
　３月に予算決算委員会がスタートし、
９月からこの委員会は、一般の方も傍聴
可能となりました。
　町民の皆様、定例会と同様に足をお
運び頂き、委員会の様子を傍聴してい
ただきたいと思います。
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地域の 子どもたち子どもたち

み
ん
な
一
緒
だ
と
な
ん
か
楽
し
い

　才

申

子

供

会

（岡村）


